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多
文
化
共
生
を
め
ざ
し
て

～
夢
を
持
っ
て
働
く
～

　

今
回
は
市
内
で
人
材
派
遣
を
行
う
イ
ン
フ
ィ

ニ
テ
ィ
株
式
会
社
の
上
森
さ
ん
に
外
国
人
の

就
労
に
つ
い
て
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。

Q
現
在
ど
こ
の
国
の
人
が
多
く
働
い
て
お
ら
れ

ま
す
か
。

A
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
が
６
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

次
に
メ
キ
シ
コ
、
ボ
リ
ビ
ア
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
人
も
多
い
で
す
。
年
齢
で
は
、
30
代
、

40
代
の
人
が
多
い
で
す
。

Q
ど
の
よ
う
な
業
種
が
多
い
で
す
か
。

A
主
に
製
造
業
が
多
い
で
す
が
、
近
年
は
、
ア
パ

レ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
へ

の
派
遣
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

Q
何
か
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

A
日
本
で
働
く
に
は
、
ま
ず
、
第
一
に
言
葉
を
覚

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て

日
本
の
文
化
や
風
習
を
学
ぶ
こ
と
も
と
て
も

大
切
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
外
国
人
は
日
本

の
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
と
て
も
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　
　

近
年
は
日
本
生
ま
れ
日
本
育
ち
の
外
国

人
も
増
え
て
い
ま
す
し
、
今
後
は
外
国
か
ら

働
き
に
来
る
人
も
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

な
か
に
は
、
自
分
で
起
業
し
た
い
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
の
サ
ポ
ー
ト
も

含
め
外
国
人
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
で
す
し
、
特
に
若
い
世
代
に

は
、
夢
や
目
標
を
持
っ
て
生
き
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Q
湖
南
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
（
※
）
の
策

定
委
員
を
務
め
る
な
か
で
、
多
文
化
共
生
に

つ
い
て
ど
う
い
っ
た
思
い
が
あ
り
ま
し
た
か
。

A
私
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
ま
れ
、
８
才
で
日
本
に

来
ま
し
た
。
私
が
日
本
語
を
話
せ
る
の
は
、

小
・
中
学
校
の
時
に
周
り
の
み
ん
な
が
い
ろ

い
ろ
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
の
娘
も
湖
南
市
で
育
ち
、
さ
く

ら
教
室
で
日
本
語
を
学
び
ま
し
た
。
サ
ポ
ー

ト
が
あ
る
と
い
う
の
は
本
当
に
心
強
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
語
も
母
国
語
も

中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
が
い
る

と
聞
き
ま
す
。
子
ど
も
の
教
育
を
し
っ
か
り

し
な
い
と
親
も
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
教
育
と
就
労
を
セ
ッ
ト
で
考
え
て

い
く
こ
と
が
多
文
化
共
生
の
鍵
に
な
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※ 

湖
南
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
は
、「
交
流

か
ら
理
解
へ
」「
理
解
か
ら
協
働
へ
」「
協
働
か

ら
創
造
へ
」
を
合
言
葉
に
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
新
し
い
湖
南
市
の
文
化
を
生
み
出
す
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

問 

人
権
擁
護
課
〔
西
庁
舎
〕

☎
77
●

８
５
１
１　

77
●

４
１
０
１

　少子高齢化社会の中、法改正や診療報酬改定など、
病院を取り巻く環境は、日々大きく変化しています。
　この変化に迅速に対応し、継続的・安定的な病院運
営をするためには、経営形態が非常に重要です。公立
甲賀病院は外部有識者による「未来創造委員会」の答
申を受け、平成31年４月１日をめどに地方独立行政
法人化をめざすことになりました。
Q地方独立行政法人って？

A 病院事業など地域に必要な公共的事業を効率的・
効果的に行うため、湖南市と甲賀市の2市が設立
する独立法人です。公立病院であることに変わり
はありません。

Q法人に移行するメリットは？

A 経営の自由度が高まり、医療現場において、より迅
速な意思決定が可能になることから、例えば次の
ようなメリットが期待されます。

● 医療スタッフの充実
● 迅速な設備投資

● 地域や患者ニーズへの迅速な対応
● より効果的で透明性の高い経営
Q地域に必要な医療は確保される？

A 法人への移行後も、公立病院としての役割は変わ
りませんので、救急医療や小児医療をはじめ、地域
住民の皆さんに必要な医療は、これまでどおり
確実に継続します。

Q患者の医療費負担は増えないの？

A 医療費は、国が定める診療報酬で決められており、
法人化に伴い患者負担が増えることはありませ
ん。

　法人化の実現に向けては、今後、湖南市・甲賀市議
会での規約変更や、公立甲賀病院組合議会での定款
議決などが必要となります。それぞれの議会で十分
に協議を経て進めたいと考えています。
　また、地域住民の皆さんへの情報提供にも努めま
す。

公立甲賀病院 地方独立行政法人化に向けて

問公立甲賀病院　☎62 ● 0234（代）　 63 ● 0588
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